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ホルスタイン種の暑熱ストレス耐性改良のためのメッシュ農業気

象データの応用
〇Satoka Ishida1, Keichiro Izumi1, Tsuyoshi Osawa3, Motoki Yamaguchi2, Takeshi Yamazaki4, Koichi Hagiya1

(1.Obihiro University of Agriculture and Veterinary Medicine, 2.Livestock Information Association of Japan,

3.National Livestock Breeding Center , 4.National Agriculture and Food Research Organization)

 
【目的】乳用牛の暑熱ストレス（ HS）を表す指標として温湿度指数（ THI）が使用される。 THIには気温と湿度

が必要になるが、湿度が記録される気象観測所は各県一か所程度しかない。近年、農研機構によって開発された

メッシュ農業気象データを牛群検定記録と照合した場合、実際の牛群所在地の推定気象記録を得ることができ

る。そこで、本研究は、国内ホルスタイン種の乳量に対する HSを説明するため、気象観測所の気象記録を用いた

場合、メッシュ農業気象データを用いた場合の数学モデルの精度を比較することを目的とした。 

【方法】国内の2011年から2015年までの初産牛の泌乳記録および、気象庁が公表している気象記録を用い

た。農研機構のメッシュ農業気象データは、対象年の日平均気温と日平均相対湿度の推定記録を用いた。気象観

測記録は北海道を14振興局、各都府県を県所在地ごとに代表気象観測所を設定し、牛群所在地の気象観測記録を

牛群検定記録に割り当てた。カウダスデータには各牛群の緯度及び経度に関する情報が含まれることから、それ

らを利用してメッシュ農業気象データを牛群検定記録に割り当てた。乳量の減少量における暑熱ストレス指標の

有効性について検討するため、各暑熱ストレス指標を含む数学モデルの平均平方誤差(MSE)を比較した。 

【結果】メッシュ農業気象データから推定された THIを含む数学モデルの MSEが最も小さかった。
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